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令和８年度   ４月の補導活動
 

 

       

 

 

 

 

 

 

※ ４月は、専門補導委員による補導活動日誌となります。 

 

４月２日（木）                               

 巡 回 経 路  市民交流ひろば → ミレニアムパーク → 大型スーパー  

→ 大型スーパーゲームコーナー1 → 同スーパーゲームコーナー2 

→ 大型スーパー内書店 → 砂田公園 → まんが舎 → 近津南公園 

→ ねむのき公園 

 活動の様子  

新年度、専門補導委員による巡回を行いました。市民交流ひろばでは、この時季にして

は冷たく強めの風が吹いていましたが、多くの親子連れが声をあげながら遊んでいまし

た。バスケットコートエリアでは、父親とともにバスケットボールを操る５歳の男児がい

ました。「パパとどちらが上手いかな」と聞いてみると、うーんと唸ったあとに「ぼく」

と回答をいただきました。父親は、「上の子が入学式なので休暇を

取ってきました」と話してくれました。この時期は、色々と家族内

の調整が必要だなと自身のことを思い出しました。大型スーパー内

も小中学生が多くみられました。春休みも終盤、新学期･入学前の

最後の週、友だち同士で過ごす時間のようです。４名の女子生徒グ

ループに聞くと、中学新３年生になるようで小学校時代からの仲良

しグループのようです。クラブ活動について尋ねると、全員が異なる活動をしているそう

です。ゲームコーナーにいた男子生徒 3名も中学新 3年生で、市内在住ではなく電車で来

て楽しんでいました。店内の書店で春休みの状況を聞くと、トラブルは発生していないと

のことでした。公園では、この日小中学生の姿はみられず、途中で寄った、まんが舎では

「家族連れの来館者があります」と話してくれました。春の気配を感じながら新学期･新入

学を迎える子どもたちにエールを送りたいと思います。 

 

４月３日（金）                             

 巡 回 経 路  生涯学習センター → 取出町ふれあい公園 → 東田公園 

原公園 → 城山公園 → 中嶋公園  

佐久市少年センター 

１ 街頭補導実施回数   12回 

２ 延べ従事補導委員数  37 人  

３ 相談件数        0 件 

４ 補導した少年数     0 人 

５ 声かけ人数   224 人 

４月の活動日誌から 
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 活動の様子  

春らしく暖かな日差しが注ぐ中、野沢地区方面の補導活動を行いました。生涯学習セン

ターには、携帯ゲーム機を持ち込み友達同士でゲームを楽しんでいる小学生、春休み中の

課題を友人らと和気あいあい行っている中学生や高校生、2階の学習室で黙々と勉学をし

ている高校生や社会人等が訪れていました。その中で今年度から高校生となるという女子

3人グループは、「それぞれ別の高校に通うことになるけど今日はここで一緒に学校に提

出する課題をしています。」と話してくれました。取出町ふれあい公園では小学１年生に

なるという少女が祖母と訪れ遊んでいました。少女は、「水色のランドセルを買ってもら

った。」と、嬉しそうに話し、入学が待ち遠しいようでした。その他、城山公園では小学

生と中学生の野球男子 10人が野球の練習をしていたり、原公園では今年から高校生になる

という女子 3人が遊具で遊んでいたりと、新学期前の時間を楽しんでいる風景から子ども

たちの春休みはもうすぐ終わり、新しい生活が始まるんだなぁと感じる補導活動となりま

した。 

 

４月６日（月）                               

 巡 回 経 路  中込会館 → 小海線統括ｾﾝﾀｰ → 中込駅 → サングリモ中込図書館 

→  横町公園 → 水上公園 → 中込会館 → 佐久城山児童館 →  

平賀新町公園 → 佐久総合運動公園 → 成知公園 

 活動の様子  

集合場所の中込会館では、市内の男子高校生２名が学習課題に取り組んでいました。中

込駅の小海線統括センターで街頭補導への協力依頼を済ませて、駅の周辺を巡回しまし

た。サングリモ中込図書館は、月曜日で休館でした。

近くで小学生４名（３、４年生）が遊んでいたので、

帰宅時間が遅くならないよう声掛けをしました。中込

会館にもどり、一人学習室で勉強していた市内の女子

高校生に声をかけ、ＳＮＳ利用に気をつけるよう話し

ました。次に、佐久城山児童館に行きました。児童館の職員に話を伺うと、本日の利用者

数は 77名ほどで、いつもよりは少ないということでした。子どもたちは、庭で大縄跳びを

したり、屋内で一輪車に乗ったりして元気よく遊んでいました。最後に、佐久総合運動公

園に行くと、高校生たちが部活動を終えたところでした。サッカー部員ら５名に、自転車

の交通ルールが厳格化されたこと、ヘルメットは努力義務であることを話し、交通安全に

心がけるよう話しました。帰途に成知公園に寄ると、入学式があったせいか、小学生の親

子連れでにぎわっていました。帰庁の折、自転車と思われる交通事故の現場に遭遇しまし

た。本日から新学年が始まった学校も多かったようですが、子どもたちへの交通安全の啓

発をより一層推進する必要性を強く感じました。 

 

４月８日（水）                             

 巡 回 経 路  あいとぴあ → 五稜郭公園 → 青沼児童館 → 稲荷山公園  

→ 臼田図書館 

 活動の様子  

 上着がいらないような温かい日でした。あいとぴあを起点に巡回を始めると、向かいの
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中学校の生徒が下校時間を迎えたようで、先生に見送られながら校門から右へ左へと歩き

だしていく様子がみられました。まだ、馴染んでいない服装から 1年生に間違いないと感

じる生徒も含まれていました。あいとぴあに歩いてくる生徒に話しかけると、「親の迎え

を待つためです」とのことで数人があいとぴあの施設に入っていきました。五稜郭公園で

は、小学６年生の男女４名がサッカーボールで遊んでいました。今週は、午後の早い時間

に下校とのことです。他にも２人の子どもを連れた母親

が遊具で遊ぶ様子を見守っていました。青沼児童館に行

くと、18名の児童が各々、時間を過ごしていました。そ

の内の３名、男児１名(６年生)、女児２名(５年生と６年

生)が１台のピアノに椅子を並べて入れ替わり連弾してお

り、見事な腕前を披露してくれました。児童館に近い小

学校では本日が入学式だったようで、新 1年生がスーツ姿などの保護者とともに校庭を歩

く姿を見ることができました。稲荷山公園では御代田から来た児童もおり、就学前と思わ

れる親子連れを含め、20人以上がゆっくり時間を過ごしているようでした。春の陽ざしも

手伝ってか、多くの人が外で過ごす時間を楽しんでいるように感じられました。 

 

４月 10日（金）                             

 巡 回 経 路  浅科支所  →  庄の上公園 → 十二川原公園 → 中津橋公園 

浅科図書館 → コンビニ → カラオケ店  

 活動の様子  

 先日までの暖かな陽気からうって変わって雨降りの

肌寒い日でした。浅科支所を出発して、庄の上公園、

十二川原公園へ行ってみましたが、雨降りということ

もあり誰もいませんでした。中津橋公園に行ってみる

と東屋に小学生が２名いたので声かけを行ったとこ

ろ、どちらも学校帰りで保護者が迎えに来てくれるのをここで待ちながら宿題をやってい

るとのことでした。宿題のプリントを見ると雨粒がプリントに当たってしまったため濡れ

ており、プリントに文字を書き入れようとするとプリントが破けそうだったので、無理し

て書いちゃうと破けちゃうよと申し向けると、「は～い」と答えながら宿題を終わらせよ

うと頑張っていました。浅科図書館に行ってみると子どもたちの姿はなかったものの、幼

児に母親が絵本の読み聞かせをしていました。コンビニやカラオケ店に行き春休み中の様

子を伺うと、「コンビニは地理的に子どもだけでくることはほとんどなく親に連れてきて

もらい買い物をしている。カラオケも同じく親につれてきてもらっているが、高齢の人の

利用が多く、たまに学校の先生が利用しているということもあり、子どもたちには人気が

ないようで利用している親子はほとんどいない状況です。」とのことでした。 

 

４月 13日（月）                               

 巡 回 経 路  浅間会館 → 王城公園 → 中央公園 → 湯川親水公園 →  

鼻顔公園 → スーパー → 東児童館 → 駄菓子屋 → 駒場公園 

 活動の様子  

集合場所の浅間会館から徒歩で王城公園に向かったが、誰もいませんでした。中央公園
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に行くと、小学生女子児童２名が自転車で遊びに来るところでし

た。ほかにも、女子児童 2名がいて、みんな同じ小学校の６年生

だということでした。彼女たちは、流行りのボンボンドロップシ

ールを持ち寄って見せ合っていました。ＳＮＳの危険性を話し、

帰宅時間が遅くならないよう声掛けをしました。 

次に、鼻顔公園に行きました。お年寄りが一組マレットゴルフを楽しんでおられまし

た。親子連れがいたので、母親に話を伺いました。高校２年生と中学２年生の姉妹と来た

そうです。中学生は、佐久市外の中学校に通っているそうです。ＳＮＳの危険性について

話をさせていただきました。 

最後に、東小学校の学区に向かいました。途中、スーパーに寄ると外国人の青年３名が

いたので、話を伺いました。彼らはベトナムからの技能実習生で、県外から佐久市を訪れ

たということでした。東児童館は、大勢の子どもたちでにぎわっていました。館長さんに

話を伺うと、本日の利用者数は６０名余りで、予約をしていない児童の利用もあるという

ことでした。子どもたちは、庭でサッカーをしたり、屋内でドッジボールをしたりして元

気よく遊んでいました。帰庁の途中、駒場公園に寄りました。図書館や屋内プールは休館

日で、２組の親子連れが幼児を遊ばせているくらいでした。本日は、中学生の姿を一人も

見ることがありませんでした。 

 

４月 15日（水）                             

 巡 回 経 路  生涯学習センター → 鍛冶屋公園 → 高柳公園 → 城山公園 

→ 原公園 → 取出町ふれあい公園 → 生涯学習センター 

 活動の様子  

巡回開始時刻、今にも雨が降り出しそうだったので傘を携えての巡回となりました。生

涯学習センターでは時間が早かったせいか、児童･生徒の姿は見られませんでした。雨が降

りだしたようなので、公園を見回り、子どもらの姿を確認することとしました。鍛冶屋、

高柳の 2つの公園には、人の姿はありませんでした。城山公園では、施設の屋根の下でラ

ジオを聴きながら目を閉じ、休んでいる男性が１名おりました。四阿(あずまや)のベンチ

の下に、時間を経たタバコの吸い殻が 10本近く捨てられていました。銘柄は同一の様で気

になるところでした。吸い殻は、回収しました。また、雨天にも関わらず自

転車を押しながら児童がやってきました。間もなく父親が後を追ってきまし

た。どうやら自転車に乗る練習をするようです。改めて生涯学習センターを

訪れると児童･生徒が集まっていました。ゲームをしたり、ノートを開き勉強

する姿が確認されました。１人で読書する女子児童に声をかけると、「家に

誰もいないので、ここで本を読んでます」と答えてくれました。この日は、

シルバー人材に関する打ち合わせもあったようで終わった後もフロアに残

り、10人ほどが話をしていました。雨でも変わらず人が集うこの場所は、一人でも居られ

る安心な場所として多くの人が利用しているようです。 

 

４月 17日（金）                             

 巡 回 経 路  中込会館 → 中込駅 → サングリモ中込図書館 → 佐太夫町公園 

  → カラオケ店 
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 活動の様子  

本日は中込地区にて活動を行いました。始めた時間がちょっと早かったことから、中込

駅を利用する学生はまだおらず、駅はひっそりとした感じでした。駅前にある公衆トイレ

付近の歩道上には、駐輪場を利用しないで置いていかれた自転車数台が「駐輪場を利用し

ましょう」と、張り紙がされていました。前回より、そういった放置自転車の数は減って

きましたが、歩行者が安全に歩いて駅に行けるように、歩道上に自転車を置いていく人を

見かけたら声かけをしなくてはと感じました。サングリモ中込図書館に行ってみると、外

側のベンチに男の子２人が座りゲーム機でゲームをしていました。声を掛けてみると男の

子は小学校４年生で、ここの図書館は Wi-Fiが使えるのでよく来ているそうです。「ゲー

ムに夢中になりすぎて家に帰るのが遅くならないよう注意してね」と話しかけると、「は

～い」と答えながら楽しそうにゲームを進めていました。図書館内に入ってみると、子ど

もたちの姿はなかったので係の方に利用状況などを伺うと、夕方や土日になると利用者が

多くなるそうです。佐太夫町公園に行くと、放課後等デイサービスを利用している小学生

８人がデイサービスの職員さんと訪れ、ところ狭しと遊具で遊んだり走りまわったりして

いました。学校が終わった後でも遊びまわれる姿を見て「若いっていいなぁ」と、感じた

自分は「年をとったなぁ」と、しみじみと感じました。 

 

４月 20日（月）                             

 巡 回 経 路  望月支所 → 望月宿公園 → 佐久良公園 → 若駒児童公園 →  

望月児童館 → 望月支所   

 活動の様子  

集合場所の望月支所では、図書館が月曜日で休館でした。始めに望月宿公園に行きまし

たが、民俗資料館も月曜日で休館でした。公園に人影はありませんでした。あずまやのベ

ンチ裏に、たばこの吸い殻が捨てられていました。合わせて１０本余りの吸い殻を回収し

ました。佐久良公園も利用している人はいませんでしたが、あ

ずまやの裏でアルコール飲料の空き缶 1本を回収しました。 

次に、若駒児童公園に行きました。５名の女子児童が遊具で

遊んでいましたが、ランドセルを背負って帰り始めました。話

を聞くと小５が４人、小２が１人で、その内の３名は、これか

ら学習塾に行くところでした。交通安全に気をつけて帰るよう

に声がけをしました。 

最後に、望月児童館を訪問しました。児童館は大勢の子どもたちでにぎわっていまし

た。館長さんに話を伺うと、本日の利用者数は６０名余りということでした。子どもたち

は、庭でサッカーをしたり、屋内で本を読んだりして過ごしていました。小 2の男子児童

が、けん玉をやって見せてくれました。 

本日巡回した公園の内２か所で、たばこの吸い殻やアルコール飲料の空き缶が捨てられ

ていました。とくに望月宿公園は、歴史民俗資料館と同じ敷地内にある公園です。社会科

見学で訪れる小中学生が利用するのに、ふさわしい環境を整えたいものだと思いました。 

 

４月 22日（水）街頭啓発活動（中込駅）                         

 概   要  
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中込駅前にて「信州あいさつ運動」を実施しました。開始前、少し肌

寒さを感じながらも、早朝の空気は澄んでいました。通勤、通学のため

に多くの人々に利用される駅前での啓発活動となりました。活動開始間

もなく、黄色いヘルメットの隊列が駅前を通り過ぎようとしていまし

た。小学校に向かう登校班です。「お家の人に読んでもらってね」と

AIの使い方･犯罪に関わらないよう注意喚起するチラシを添付したウエットティッシュを

手渡し、「行ってらっしゃい」の声をかけながらのハイタッチ、児童らも「行ってきま

す」と笑顔とともに返事をしてくれました。２組の登校班が駅前を通って行きましたが、

声をかけた児童の中には「自分用の携帯電話を持っている」という回

答はありませんでした。「信州あいさつ運動」を実施している中、駅

まで車で送ってもらう生徒が多いとの感じを受けました。一方、駅ま

で自転車を使用する生徒も多く、道路交通法の改正に伴う自転車の乗

り方も気になるところでした。活動中に駅前ロータリーの駐輪禁止エ

リアに自転車を停める人はいませんでした。１時間ほどの啓発活動でしたが、それぞれの

人が駅を利用し、「駅は１日の生活が始まる出入り口なのかな」とそんな感想を持った朝

でした。 

 

４月 24日（金）                              

 巡 回 経 路  鼻顔公園 → 中央公園 → 駄菓子屋 → 枇杷坂公園 →  

一本柳公園 

 活動の様子  

浅間地区の街頭補導活動を行いました。午前中は上着を着ていないと肌寒いと感じる天

気だったのに、午後は上着を脱いで半袖でもいいかなと思えるほど暖かい天気で、下校中

の小学生の様子をみると暑さのため半袖になって歩いていたり、歩道上に座って水筒の水

を飲んでいたり、追いかけっこをしていたりと、楽しそうでした。鼻顔公園に行ってみる

と時間が早かったのか、遊んでいる子や休んでいる人が誰もいなくて、ひっそりとした感

じでした。そこに中学生の女の子２人が歩いてきたので「こんにちは」と声をかけたら、

「こんにちは⤴」と、こちらの声の倍以上の声であいさつをしてくれました。中学生の２人

組は学校から家に向かって帰宅中とのことで、楽しそうに会話しながら帰っていきまし

た。中央公園に行ってみると鼻顔公園と同じく誰もいなかったため、駄菓子店を訪問しま

した。訪問した駄菓子店は、寄付されたお金で駄菓子を買い、店に訪れた子どもは店から

２００円分のチケットが貰え、そのチケットで駄菓子が買える(チケットを使った人はお礼

の手紙を書く)という、駄菓子店、兼、喫茶で、子ども達は遊んだり宿題したり、大人は休

憩に来たりできる店で、訪問時は今年から中学生になったという男の子２人がおり、駄菓

子を食べたりゲームをしたりしていました。駄菓子の陳列棚を見ると昭和生まれのオヤジ

は、こんなのあったな～と小学生の頃に戻ったような懐かしい空間で、こういった場所は

大切にしなくてはと感じました。 

 

４月 28日（火）                              

 巡 回 経 路  宇とう公園 → 鍛冶屋公園 → 高柳公園 → 取出町ふれあい公園 

→ 東田公園 → 野沢多目的広場 → 生涯学習ｾﾝﾀｰ → ｶﾗｵｹ店 
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 活動の様子  

今回は、いつもと時間帯をずらして、主に公園を巡回しました。始めに宇とう公園を回

って、野沢方面に向かいました。鍛冶屋公園、高柳公園、取

出町ふれあい公園、東田公園と順に回りました。いずれの公

園も人影は無く、異状を認めることはありませんでした。 

次に、野沢多目的広場に行きました。一般の人たちが何人

か利用していました。植栽の中にペットボトルが捨てられていたので、回収しました。隣

接する野沢小学校は、ちょうど休み時間で、子どもたちが大勢校庭に

出てきて遊び始めました。最後に、生涯学習センターに行きました。

一般の人たちが趣味の講座などで利用していました。市内の大学生 3

名が、課題学習で訪れていました。帰りに途中にあるカラオケ店によ

り、店員さんにお話を伺いました。学生の問題行動が認められた時に

は、学校に連絡を入れるということでした。野沢小学校では、教頭先生からお話を伺うこ

とができました。子どもたちは、校庭フェンスの扉を通って隣接する児童館に通ってい

て、学校の就業時間中は多目的広場には行かない約束があり、子どもたちも守っていると

いうことでした。最近は、子どもたちの多目的広場での遊び方を指導する必要性を感じて

いて、保護者の皆さんにも協力をお願いしていくそうです。 

 

 

 

 今年度から専門補導委員として皆さんと一緒に活動をさせていただくことになりました 

Ｏ・Ⅿ、と申します。私は警察官をしていたのですが、色々ありましてリンゴ農家を継ぐ 

ことになり１０年ほど早く警察を退職し農家見習いを始めました。農家見習いが何で専門

補導委員になったかと言いますと、退職を決めた時に上司から「警察官の経験を生かせる

仕事で、地域の役に立って、週３日勤務で農業と両立できる専門補導委員をやってみた

ら」と勧められたからです。 

あらためて「補導」という言葉の意味を考えると農業に通じるなと思います。「補」

は、おぎなう・足りないところを満たす。「導」は、みちびく・手助けする。ということ

で、言い換えると「少年の足りないところを補い、正しい方向にサポートする。」という

ことになるのかなと思います。そう考えると今年から始めたリンゴ栽培と補導活動は、形

こそ違いますが考え方は一緒で、リンゴ栽培の言葉で言い換えれば「畑の草刈り＝環境を

整える」「剪定をする＝悪いところを正す・良いところを伸ばす」「消毒＝有害環境を減

らす」等々、補導活動と農業は同じなんだと気づきました。これから補導活動と農業を頑

張ってやっていきたいと思っていますので、皆さん、よろしくお願いします。 

４月の活動を終えて 専門補導委員（O･M記） 

 


